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三．事務所の概況 

名称 所在地 

当該事務所に勤務する者の数 

合計 

社員 使用人 

公認 
会計

士 

特定 
社員 計 

公

認 
会

計

士 

公認

会計

士試

験合

格者

等 

監査

補助

職員 

その

他の

事務

職員 

計 

（主） 
東京 

東京都千代田区

大手町一丁目 1
番 1 号 
大手町パークビ

ルディング 

97 29 126 756 446 811 574 2,587 2,713 

（従） 
名古屋 

愛知県名古屋市

中村区名駅一丁

目 1 番 4 号 
JR セントラル

タワーズ 

11 0 11 79 46 22 6 153 164 

（従） 
大阪 

大阪府大阪市北

区大深町 4 番

20 号 
グランフロント

大阪 タワー A 
36F 

7 0 7 56 29 45 16 146 153 

（従） 
福岡 

福岡県福岡市博

多区博多駅中央

街 8 番 1 号

JRJP 博多ビル

4 階 

1 0 1 9 11 4 0 24 25 

合     計 116 29 145 900 532 882 596 2,910 3,055 
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